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ら ず 下 化 , 羽化 に 成功 し た 例 は 珍し い の で 報 告 し て お 





ナミ アゲ へ ハ 幼 虫 
頭 部 の み 4 令 の まま 由 化 す 
五 十 風間 ? 
Cephalic partial pupation of 4th 
instar papilionid larva 


福島 県 産 蝶 類 3 種 
佐 久 間 博 り 


Note on some butterflies from 


By SucuRu lGARASHI 
1961 年 10 月 4 日 , 横浜 の 自宅 庭 で す サン ショ ウツ の 木 か 
ら 数 頭 の ナミ アゲ ハ 4 令 幼虫 を 採集 し た と ころ , 聞 ゃ 
な く 脱 上 度 し て 5 令 と な っ た . と ころ が その 中 の 1 頭 を 
よく 調べ て みる と , 胸 部 , 腹部 は 緑色 の 5 令 幼 虫 に 相違 


な い の だ が , 頭 部 は 小さ く , 色 も 黒色 で 明か に 4 令 幼 
中 の も の で ある. 5 信 幼 虫 の 頭 部 は 緑色 で ある 答 だ 


し , 脱 殻 も 見 出さ れ な いか ら 悦 上 度 し な か っ 
た 事実 は 疑う 余地 が な い . 

通常 の 脱皮 に 際 し て , 新しい 頭 部 は 旧 の 殻 の 内 側 に 
形成 され て お り , この 両者 は 休眠 期間 中 に 隔離 され て 
し まう の で 的 食 は 不能 に な る も の で ある ・ 従っ て 頭 部 


の 脱皮 に 失敗 し た 幼虫 は 旧 頭 毅 に 妨げ られ て 的 食 不 能 


ら 頭 部 だ けが 池 


Fukushima Prefecture, Japan. 
By HrRosar SAKUMA 

1 Brenthis daphne rabdia BOTrLER ヒョウ モン チョ 
ウツ 
本 種 は 福島 県 西白河 郡 西 郷 村 馬 立 (俗称 甲子 高原 ) 
に お いて 例年 7 月 上 名 より 8 月 上 色 に 互 っ て 発生 し , 
RR te NY に 採集 し て 

. 本 種 は また 県 下 で 南会津 郡 南 倉沢 に も 産 し 
1957 年 7 月 26 日 に 1 8 を 採集 し た . 甲子 高原 で は 福島 
に 採集 され , 福島 
に 記録 され て いる が か, 福島 
に 知ら れ て いな いよ う で ある 
し た 次 第 で ある ・ 


大 学 の 蜂谷 人 教授 が 1957 年 7 月 17 日 
生物 , No. 1 (1958) 
県 下 に 産 す る 


の で ここ に 記 


に 既 ! 


こと は 一 般 に 


に 陥り , 死亡 する の が 普 CN 
と ころ が この 幼 躍 は その まま 摂 食 を 続け 無事 に 帳 化 

A NEN 

測定 し て みた が 人 和 何ら 媒 る 数 値 は 得 ら れ な か っ た . 
この 結果 か ら 判 断 す る に 

1 4 令 幼 虫 期 に お いて 頭 部 だ け は 全く 成長 を し て い 
な か つた . 即ち 4 令 末 期 に お いて 頭 部 の 後 辺 に 膨張 
現象 が 見 られ な か っ た こと は これ を 立証 する も の で 
ある . 

2 無事 に 路 化 し , 羽 化し た 事実 か ら 見 て , 5 令 幼 虫 期 
に お いて は , 4 焦 幼 皿 頭 殻 の 内 部 に お いて 5 令 幼 中 
NO 

3 大 き さ に 関す る 5 令 幼 虫 期 の 遅れ は 申 化 の 際 に 
挙 に 取 戻 すこ と が 可能 で ある ・ 

等 の こと が 推定 され る ・ 
脱皮 の 折 , 頭 殻 と 胸部 表皮 の 境 が 切断 され た こと は 

明 肉 で ある が , 食道 の 脱皮 に つい て は 詳細 な 観察 を 行 

MS 

た の か , 或 は 4 令 幼虫 期 の まま の 食道 で 5 令 期 も 消化 

作用 を 続け た の か 判ら な い ・ 
いづ れ に し て も 体 の 局部 的 な 脱皮 の 失敗 に も か か わ 
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2 Favonius yuasait SHirSzU クロ ミド リ シ ジ ミ 

私 は 1956 年 7 月 13 日 , 福島 県 西白河 郡 西郷 村 高 清水 
地内 の クヌギ 林 で 1 8 を 採集 し た が , どう いう わけ か 
その 後 現在 まで 再発 見 出来 な い .. し か し 会 津 若松 市 駅 
北方 の クヌギ 林 に は 多数 発生 する . この 産地 を 発見 を 
し た の は 現在 慶応 大 学 学生 の 金沢 君 (当時 会 津 高 校生 
徒 ) で ある . 
3 Neptis philyra excellens BurrER ミス ジ チ ョ ウ 

1959 年 12 月 27 日 , 福島 県 須賀 川 市 北方 500 m の 地内 
で オオ ムラ サキ の 幼虫 採集 の 際 。 エノキ の 樹 下 で ミス 
ジ チ ョ ウ の 生き た 刀 を 発見 し た . 本 種 は 幼虫 越冬 の る も 
の で ある の で , 下 態 越 年 は 珍し いと 思っ た . し か も る も, 
NN 

翌年 3 月 7 日 頃 よ り 黒 化し 羽化 する か と 思わ れ だ た 

が 管理 が 悪かっ た の か 遂に 羽化 に 至ら な か っ た . い ず 
れ に し て る も 12 月 に 野外 で ミス ジ チ ョ ウ の 生 踊 を 見 出し 
た こと は 珍し いと 思う の で 紹介 し て お く と と と し た . 


末 筆 な が ら 御 教示 , 御 世 話 を 頂い た 九州 大 学 の 白水 











際 先 生 に 深謝 し ます . 
奈良 市 内 に お ける 

ムラ サキ ッ ツバ メ の 発見 
北 村 豊 D 


Arhopala bazalus turbata 
in Nara City 
By Yuraka KiraMURA 

奈良 県下 に お ける ムラ サキ ッ ペ メ は ,。 白水 際 氏 著 
* 日 本 産 映 類 分 布 表 (1958) に よれ ば , わずか に 橿原 
神宮 境内 が 唯一 の 棲息 地 と し て 報告 され て いる . 
若林 守男 氏 に よれ ば これ は 京都 ・ 桃 山 御 陵 に 棲息 す 
る も の な ど と 共に , 献 木 と し て 移植 され た シイ な どの 
植物 に つい て 移動 し 定 着 し た も の の よ で ある と いわ 
れ , その 発見 され 0 と 少な い . 
筆者 は 呼 1962 年 夏 に 奈良 公園 で 本 種 を 採集 
pea の で = こ cRB し て か 

採集 地 奈良 市 雑司 町 (通称 知足 院 山 付近 ) 
1) 奈良 市 後藤 町 27 





ほす る こと 





採集 日 1962 年 8 月 31 日 

採集 頭数 1 8 1 9( 中 破 ) 

な お ヵ 若林 氏 に よれ ば , 未 発表 で ある か ここ 2, 3 
年 の あい だ に 奈良 ・ 春 日 奥山 付近 で も 2 , 3 匹 の 確実 な 
採集 記録 が ある と の と と で あっ た . 


最後 に 標本 の 同定 な ら び に 種々 の 御 教示 を 受け た 若 
林 氏 に お 礼 を 申し 上 げ て お く . 
ツマ グロ ヒョウ モン の 雌雄 型 に つい て 


欄 原 純 一 
A Gynandromorph of Arg yreus hyperbius L. 
By JUNicHl SAKAKIBARA 


最近 筆者 は 見 事 な ツ マグ ロ ヒ ュ ウ モン の 雌雄 型 を 見 
る こと が で きた の で , ここ に 報告 する . この 此 雄 型 は 
右 は 前 後 次 と も に 雌 型 で あり , 左 は 前 後 竣 と も に 完全 
な 雄 型 で ある . 従っ て 左右 対称 的 な 雌雄 型 で ある が , 
右前 次 表 外 縁 中 央 部 な ら び に 次 端 (前 締 角 ) や や 下方 
に 極め て 小 部 分 , 雄 の 凌 色 ( 椿 黄 色 ) が 混 っ て いる 
腹部 の 外観 は 雄 型 を 呈し て いる . 

麹 の 開 張 63mm 採集 日 : 1962 年 5 月 22 日 
集 地 京都 市 左京 区 如意 ヶ 后 (大 文字 山 ) 山 頂 
採集 者 小島 勇太 郎 現在 柳原 純一 所 蔵 
終り に 標本 を 恵 与 され , 発表 を 許さ れ た 小島 勇太 郎 

















氏 に 深謝 の 意 を 表し ます . 








2) 京都 市 北 区 鞍馬 口 通 寺町 西入 新 御室 








日 本 鱗 契 学会 会 報 / 晃 と 央 7 
日 本 鱗 到 学 
大 阪 市 東 区 今橋 3 丁目 18 。 緒 か 病 院 内 
振替 口座 京 郡 15914 番 電話 北浜 (231) 3255 代 
1963 年 9 月 25 日 


Published by 


The Lepidopteroiogical Society of Japan 
c/o OGATA HOSPITAL No.18, 3-chome 
Imabashi, Higashiku, Osaka, Japan. 
25. Sept., 1963 


NII-Electronic Library Service 





